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関西パテ化工株式会社

代表取締役 川 上 好 光 様

国住 指 第 120号

平成 19年 6月 15日

国土交通大臣  冬 柴

下記の構造方法又は建築材料については、建築基準法第 68条 の 26第 1項車吊法第尋尋

条第■導確楽浮ま幹報り率乾率浮峯業嘉卜の規定に基づき、同法施行令第 129条 の 2の 5第

1項 第七号ハ [防火区画貫通部 1時 間遮炎性能]の規定に適合するものであることを認める。

1 認 定番号

PS060FL-0364

2 認 定をした構造方法又は建築材料の名称

バスプクト・クーブル/表 面処理ロックウール保温板 ・けい酸ナトリウム孫混入水

酸化マグネシウム・水酸化アルミニウム材充てん/床 耐火構造/員 通部分 (中空床

を除く)

3 認 定をした構造方法又は建築材料の内容

別添のとおり

(注意)こ の認定書は、大切に保存しておいてください。
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別 添

1構 造名 :
バスダクト・ケープル/表 面処理ロックラール保温板 ・けい酸ナトリウム孫源歩抹酸化マグネシウム・

水酸化アルミユウム材充てん/床 耐火構造/ズ 通部分 (中空床を除く)

2申 請仕様の寸法 :

申請仕様の寸法を表 1に示す。

表 1申 寸法

項  目 申 市 仕 様

閉日部
形状 矩形

面積 0宙 以下

!       占 積率

御日爾 強庁移 ス`タクト ケ→力,つ的 総合計の割命

149%以 下

景通する床の構造等 鉄筋コンクリー ト 厚 き100血以上 (中空床を除く)



3中 請仕様の主構成材料 !

申請仕様の主構成材料を表 2及 びバスダクト ケ ーブルの構成材料を表 3に示すc

表 2  申 請仕藤の主祥 料

項  目 申 言 仕 様

耐熱シー″材

材‖ けい酸ナ トリウム系混入水酸化マグネシウム 水酸化アルミニウム材
密 度 1 35± 0 1g/cn'

組成

(宮三%)

難燃材                    768以 上

(水酸化マグネシウム 水数化アルミニウムの金属水和物)
無枚質バインダー(けい確ナ トリウム系) 8以下

繊維類 (ガラス織14)             2

その他 (分散剤、岩色剤 膨 長剤及び安定=い  132
裕発熱畳 48Myェ 以 下

充てんヨ 隙間が無いよう密に克てん (疎門に奥行=30m以 上 幅 15±5■m)

仕切板

材料 表百処理ロックウール保提板
厚 吉 4 3血以上

表ほ処理

材 料 アクリルネ相月ヨ混入水酸化アルミニウム材

組成

(質宣%)

難燃材 (水設イヒアルミニウム)

有構質バインダー(アクリル系村析ェマルショ

その化 (分散斉」、消抱剤及び増tS斉い

83

ン) 14

3

厚 さ 3mm

基材

Fl料 ■ックウー′喉 温祇 (JIS A 9504)
1享さ 40m以 上

を 営 125kて/ド以上

パックアッア材

材 料 "ン クウ~球 温板 (IIS A 9504)

名度 1弥ry加 以 J=

用途 仕切板の基材を月いてバスダクト及びケーブル周辺部の ll熱シール材のパック
アップ材として使用 (隙間に

4‐
行き16向“以上)

銅製ス リーブ

材 料

Aタ イプ

■客 :一般構造用圧延卸材 llIS G 3101)

フランジ部 :一般構造用圧延鋼材 (JIS C 3101)

リベッ ト:冷関成形 リベット (JIS B 1213)

大き o32“肛以上  問 偏 50mln以下

Bタ イプ
ー般構造月圧延鋼材 (IIS C 3101)

寸法

Aタ イブ又はBタ イプ (図2参照)

短″  1200X500mm以  ド

厚さ :1 6 m以 上

3 中 のバスグク ―ブルの構
項  目 申 請 仕 様

夕ヽスダクト

ケ料 ′ミスタク ト (JIs C 8364)

導体のLFl面積 2400耐 以下 しなあたり)
導体 JIS C 8364に 規定するもの (アルミ‐ウム 銅 年米)
絶禄体 」lS C 8364に規定するもの

(ポリエテレン ポリエステル守米)

原

吉
0 7 5 m以 下

外箱 (ダク ト) JIS C 8364に 規定するもの (アルミニウム 鉄 午※)
X却 の■とは JIS C 8364に 規定する材料を示す

ケープル

導体(又は芯線)の断面積 1 0 0 m l u以下 ( 1ホ あた り)
導体 (又は本線)のTE類 銅 ガ ラス絃推 そ の他 これ らに類する不燃性の材料

絶協41
ポリエテレンス 厚

よ

2 0 m以 下

塩イヒど‐ル系 20m以 下



4申 請仕様の副構成材料 :

申請仕様の副構成材料を表 4に 示す。

5申 請仕様の構造説明図 :

申請仕様の構造説明図を図!～図4に示す。

表 4 申 請仕様の目J構成材料

項  目 申 詰 仕 権

仕切板用受け金具

(図4参照)

① 材|| 鋼製

厚 さ 16コ]以上 (Z形 状)

② 材料 鋼製

寸法 幅25×高さ19m以 上 厚 さ95m]以 上

連絡金具

クリップ留付

の場合

材料 郷製

厚 さ 0 27mln以上

ねじ留付

の場合

材料 ドリリングタッピンねじ けIS B l]2助

寸法 03× 長さ14加以上 (達浩金具用)

用お 仕切板用受け金具① と鋼製スリーブとの連絡用



単位 mm

露
用
用
圏

露
脚
棚
賜

岡
胴
附
賜

衝的附脚
剛側卿働
　
　
　
材一

曾

揮

図 1 構 造説明図



単位 mm

六スダクトo バスダクト②

性切極丹受け全真①

仕切板 (表面処理)

パックアップ材

付の場合

A部 詳細図

構造説明図
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仕切板用受け金具②

B― ES'断 面詳細田

仕切榎用受け金具③

E部 詳細園

鋼製スリーブ (Bタ イプ)・ ねじ留付の場合
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水平断面図

六スダクトの断面詳細図 (―例 :① )

ボルト‐ナット等

水平断面図

バスダク トの断面詳細図 (一例 :② )

図3 構 造説明図
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仕切板用受け金具①
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仕切板用受け金具②

図4 構 造説明図



6施 工方法 :

施工図を図5に示す。

施工は以下の手順で行う。

(1)鋼製スリエブを床板の所定の位置に埋設する。

(2)開田部の確認及び清掃

開口面積、バスダクト及びケープルの占積率及び床板厚等が申請仕様に適合しているかどうかを

確認する。

さらに、パスダクト及びケープルに付着した汚れ等がある場合、あらかじめウエス等で除去する。

(3)仕切板用受け金具の取付け

受け金具を所定の位置にセットし、鋼製スリーブ上部のリプ部でクリンプ留付け若しくは、鋼製

スリープ上部のリブ部にねじで留付ける。

(4)仕切板の切断加工と取付け

仕切板をパスダク ト及びケーブルの寸法 ・形状にあわせて切断する。その際仕切板とパスダクト

の接触部の隙間の寸法は規定値に設定し、ス閉田部との接触面については、隙高を生じない様に

切断したのち開田部内に仕切板を取付ける。

(5)耐熱シール材の脱落防止用のためのパックアップ材 (ロックウール)の 充てん

耐熱シール材の血落を防止するためのパックアップ材 (ロックウール)をバスダクト又はケープ

ルと仕切板との険間に上部から押し込み密着させる。

(6)耐熱シール材の充てん

パックアップ材の上部に、耐熱シール材を隙問が無いよう密に充てん(隙間に実行き30血以上、

幅15±5血程度)す る。また、鋼製スリープと仕切板との接続部にも、耐熱シール材を盛り上げる。

(7)最終チェック

ひびわれ、盛上げムラ等の異状をチェックする。
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仕切板用受け金真①

A― A '断 面図

図5 施 工図

板用費■金景②


